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世帯数 8，015(+ 3) 

人口 22，646(+10) 

男 10，833(+3) 

女 11，813(+7) 
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平成10年度上期(4..--9月)

地方自治法及び重信町財政状況の公表に関する条例に基づき

平成10年度上期分の財政状況を公表します。

般会計予算執行状況

一..-， ，~， 

「一一ー一 / ¥ 
トーー 予算現額 収3，5入11，済船額8壬

ーーー一一一一 一一一一ーーーー ーーーーーーー ーーーーーーー ーーーーー 7，946，031千円 F 

44.2% 

「一一一一

ご¥ レ/どー ーーーーーーー 一ーー一一一一一 一一ーーー一一 一一一一一一ー

「ーーーー

rーーー 一一一一一ーー ーーーーーーーー ーーーーーーー ーーーーーーー

「一一一一

ト一一 ト一一

円ト一一 戸コ 戸二二司

地方
町 税 町 債 支国出庫金 繰入金 県支出金 繰越金

地方 分負担担金 諸 収 入
使用料

財産収入交付税 譲与税他及金 及手数料

1，886，040 1，858，431 1，162，000 930，528 552，049 517，267 357，318 355，481 168，950 75，840 63，188 18，939 

1，621，496 961，050 01 192，722 。41.922 357，318 191.941 76，347 31，229 30，854 6，789 

「一一ー一 / 又出ZZ3平詰
予算現額 29.2% 

一 一 一 一一一一ーーーー ーーーーーーー ーーーーーーー ーーーーー 7，946，031千円

ー ーーーーーーー ー-ーーーーー一 一一一一一一ー 一ーーーーーーヘ〆ーー一ーーーー『

「ー』一一一

「一一一一

ーーーーーーー ーーー一一一一 一一一一一一ー- 一一一一一一一司

ト一一 トーー

日
」一一

ト一一

R ~司

土木費 民生費 総務費 衛生費 農産林業水費 公債費 教育費 消防費 議会費 商工費 復災旧害費 予備費

1，834，185 1，547，397 1，507，854 689，130 661，284 642，733 602，169 302，605 117，996 32，135 6，543 2，000 

326，297 564，576 259，112 228.818 156，196 309.912 282，484 118，801 58，561 19.175 。 O 



特別 A
一品 計予算執行状況 (単位:千円)

，会、
計 名 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合ヨ'"

老 人 f呆 健 2，372，892 911，942 38.4% 967，783 40.8% 

国民健康保険 1，358，347 552，335 40.7 517，991 38.1 

簡易水道事業 308，801 113，968 36.9 137，636 44.6 

農業集落排水事業 205，821 10，793 5.2 14，877 7.2 

町営墓地事業 106，044 110，872 104.6 6，256 5.9 

特定の人たちの相互扶助か‘

目的の国民健康保険や、限ら

れた人たちが、利益を受ける簡

易水道といった事業は、原則

として利益を受ける人たちの負

担金で運営するため、一般会

計とは別の「特別会計J~こなっ
ています。その特別会計の上

半期の状況は左のとおりです。

税等の収納状況
(単位:千円)

町民が負担する税

税額

"'1，858，431，000円

1人当たり(人口22，646人)

司・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・平均82，064円

1世帯当たり (8，015世帯)

・・・平均231，869円

特別土地保有税
540千円
(0.1%) 予算額 収入済額

町民税 932，233 403，715 

固定資産税 768.483 458，578 

国保税 396，502 124，968 

水道料 176.254 65，925 

その他の税 157，715 98，758 

町たはこ税
66.789千円
(6.9%) 

地方債の現在高 (単位:千円)

五円竺竺 資金運用部 年 金 簡易保険 公金営融企公業庫 共市済町組村合 市中銀行 振市興町協村会 計

一般公共事業 436，372 436，372 

一般単独事業 1，226，962 1，090，184 294，000 22，736 296，801 144，140 3，074，823 

公営住宅建設事業 133，820 194.033 18，473 346，326 

義務教育施設整備事業 209，543 161，870 371，413 

公共用地先行取得事業 55，024 55，024 

災害復旧事業 27，551 27，551 

一般廃棄物処理事業 556，600 556，600 

厚生福祉施設整備事業 99，748 99，748 

地域改善対策特定事業 272，980 272，980 

減収補てん債 23，300 23，300 

財源対策債 4，659 74，189 19，071 24，700 2，100 124，719 

臨時財政特例債 188，431 188，431 

公共事業等臨時特例債 32，038 32，038 

減 税補てん債 469，144 469，144 

百周 整 {責 3，620 3，620 

上水道事業 14，200 18，300 32，500 

臨時税収補てん債 122.100 122，100 

言十 2，931，877 730，537 1，512，831 355，473 22，736 539，095 144，140 6，236，689 

目

E 
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の
結
果
や
健
康
教
育
、
健
康
相
談

な
ど
の
内
容
、
お
医
者
さ
ん
の
診

療
内
容
や
処
方
薬
の
内
容
な
ど
を

記
録
し
ま
す
。
受
診
の
際
に
は
必

ず
持
っ
て
行
き
、
記
入
し
て
も
ら

、
つ
よ
、
つ
に
し
て
下
さ
い
。

※
寝
た
き
り
な
ど
の
人
と
は

七
十
歳
未
満
六
十
五
歳
以
上
の

人
で
厚
生
省
令
で
定
め
る
程
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
り
、
町
長
が
認

定
し
た
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金

( 1日あたり)

500円
タ下同じ医療機関において1か月4固まで負担

(最高2，000円)0 ※薬代は別途負担
来(平成11年度以降は医療費の伸びに応じて変わることが

あります。)

平成 10年4月 1 日~ 1，100円
入平成 11 年4月 1 日 ~ 1，200円

※食事代は別途定額負担
院住民税非課税世帯等で老歯令福祉年金をうけ

ている人は、 1日500円

( 1日あたり)

骨量 力日 入 者 760円

住民税 90日までの入院 650円
非課税 目 白 ーー ーーーーー ー -ー一一一一

世帯等 90日を超える入院
500円

(過去12か月の入院日数)

住民税非課税世帯等で老齢
300円福祉年金をうけている人

※住民税非課税世帯等の方は「標準負担額減額認定証」
が必要と立りますので、市区町村の担当窓口で申請
を行ってくださし」

と
き
の
費
用
。
(
保
険
の
取
り
扱

い
を
し
て
い
る
柔
道
整
復
師
で

施
術
を
、
つ
け
た
場
合
に
は
、
医

療
機
関
と
同
様
に

一
部
負
担
金

で
施
術
が
う
け
ら
れ
ま
す
。
)

①
輸
血
を
し
た
と
き
の
生
血
代
。

特
定
疾
病

高
額
な
治
療
を
継
続
し
て
行
う

血
友
病
や
人
工
透
析
が
必
要
な
慢

性
じ
ん
不
全
の
人
は
、
「
特
定
疾
病

療
養
受
療
証
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
の
方
は
、
役
場
福
祉
課

で
申
請
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

そ
の
他
届
け
出
一

覧

転入してきたとき
印かん ・

14日以内に
被保険者証

転出するとき
印かん ・健康手帳

転出するときに
(医療受給者証)

死亡したとき
印かん ・健康手帳

14日以内に
(医療受給者証)

住所が変わったとき
印かん ・健康手帳

14日以内に
(医療受給者証)

医療保険の変更
健印(医か康療ん手受・帳被給保者険証者)証 14日以内に

及びそう失

65歳以上でねたきり
身診印障断か書手んの帳・い被国ず民保れ年か険金の者証書書証類、認定をなるべく早〈

などになったとき

生活保護をうける 印かん ・健康手帳
すみやかに

ようになったとき (医療受給者証)

年
金
は
み
ん
な
が

主
人
公

マセ
附
供
一
戸
媛
内

ω
合
警

本
格
的
な
少
子
・高
齢
社
会
の
到

来
を
控
え
、
公
的
年
金
制
度
の
果

た
す
役
割
は
す
べ
て
の
国
民
に
と

'

っ
て
重
要
で
す
。

"'
 

公
的
年
金
制
度
は
、
世
代
と
世

特

代
の
支
え
合
い
と
い
う
仕
組
み
で

…

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
で

.

な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
な
の
で

寸

す。

-t
l
E」

特
に
、
十
士
一
五
月E六
ハ
白
日
か
ら
十
二

間

日
は
年
金
週
間
と
な
つ
て
お
り
、

月

こ
の
大
切
な
制
度
を
安
定
的
に
揺

進

る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
い
く
た
め

推

に
は
、
「
世
代
間
扶
養
」
を
国
民
一

度

人

一
人
が
認
識
す
る
必
要
が
あ
り

紘巾

ま
す
。

当』

誰
マ
も
い
つ
か
は
必
ず
、
自
分

ヨ
'

自
身
が
支
え
ら
れ
る
時
が
来
ま
す
。

話

年
金
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
下

曙

さ
い
。
そ
し
て
、
年
金
は
自
分
が

は

主
人
公
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理

月

解
し
ま
し
ょ
う
。

竹

広報しげのぶ

満
七
十
歳
か
ら
は

老
人
保
健

老
人
保
健
制
度
は
、
国
・
県
・市

町
村
・
保
険
者
な
ど
が
、
高
齢
者
の

た
め
に
医
療
費
を
負
担
す
る
制
度

で
す
。七

十
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
翌

月
か
ら
(
誕
生
日
が
一
日
で
あ
る
時

は
、
そ
の
月
か
ら
、
ま
た
寝
た
き

り
な
ど
の
場
合
は
六
十
五
歳
以
上
)

ど
の
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
老

人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

七
十
歳
に
な
る
人
に
対
し
て

は
、
事
前
に
老
人
保
健
制
度
に

つ
い
て
の
通
知
を
行

い
ま
す
。

「
医
療
受
給
者
証
」
と
「
健
康
手
帳
」

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
通
知

書
を
持
参
の
上
、
役
場
福
祉
課

ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

病
院
に
か
か
る
と
き
は
、
必
ず

「
保
険
証
」
「
健
康
手
帳
」
「
医
療
受
給

者
証
」を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示

し
て
下
さ
い
。

「
健
康
手
帳
」
に
は
、
健
康
診
査

入
院
給
食
費
の
負
担
金

病
気
や
ケ
ガ
で
入
院
し
療
養
の

給
付
を
受
け
る
と
き
、
他
の
療
養
に

か
か
る
医
療
費
と
別
枠
で
、
食
事
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
定
額
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

払
い
戻
さ
れ
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
医
療
機
関

に
全
額
支
払
い
ま
す
が
、
あ
と
で

町
に
請
求
し
て
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
適
正
な
医
療
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

①
急
病
で
や
む
を
え
ず
被

保
険
者
証
、
健
康
手
帳
、

医
療
受
給
者
証
を
も
た

ず
に
医
師
に
か
か
っ
た

と
き
の
医
療
費
。

②
医
師
が
必
要
だ
と
認
め

た
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の

治
療
装
具
代
。

③
医
師
が
必
要
だ
と
認
め

た
マ
ッ
サ
ー
ジ

・あ
ん

ま
・
は
り
・き
ゅ
う
な
ど

の
施
術
料
。

④
骨
折
・ね
ん
ざ
で
柔
道
整

復
師
の
施
術
を
、
つ
け
た

a‘ 
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司
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。
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を
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月

1
L
-
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L

:
'

納
税
者
本
人
ま
た
は
家
族
の
病

気
や
ケ
ガ
な
ど
で
医
療
費
を
支
払

っ
た
場
合
は
、
所
得
税
確
定
申
告

、

ま
た
は
町
県
民
税
申
告
の
際
、
次

の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額

を
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
か
ら

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医

=山i
医療費票

=控除額 言十
(最高200万円)算

方
法

保険金芯どで

一 '補てんされる

金額

I I 10万円または

I A I一| 所得金額の5%

I I(どちらか少ない額)

(注)医療費控除により軽減される税額は、その人に
適用される税率により異なります。

その年中に

支払った

医療費

五認己記三i7 

医
療
費
と
は

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
医

療
費
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を

い
い
ま
す
。

川
次
の
も
の
の
う
ち
、
そ
の
病
状

に
応
じ
て
一
般
的
に
支
出
さ
れ

る
水
準
を
著
し
く
超
え
な
い
部

分
の
金
額

①
医
師
、
歯
科
医
師
に
よ
る
診

療
代
、
治
療
代

②
治
療
、
療
養
の
た
め
の
医
薬

品
の
購
入
費

③
病
院
や
診
療
所
、
老
人
保
健

施
設
又
は
助
産
所
に
収
容
さ

れ
る
た
め
の
費
用

④
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

・指
圧

師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
、

柔
道
整
復
師
な
ど
に
よ
る
施

術
費

⑤
保
健
婦
や
看
護
婦
、
准
看
護

婦
、
特
に
依
頼
し
た
人
に
支

払
っ
た
療
養
(
在
宅
療
養
を
含

む
。
)
上
の
世
話
の
費
用

⑥
助
産
婦
に
よ
る
分
ぺ
ん
の
介

助
料

ω次
の
よ
う
な
費
用
で
、
診
療
や

治
療
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
直

接
必
要
な
も
の

①
通
院
費
用
、
入
院
の
部
屋
代

や
食
事
代
の
費
用
、
医
療
用

器
具
の
購
入
代
や
賃
借
料
の

費
用
で
、
通
常
必
要
な
も
の

②
義
手
、
義
足
、
松
葉
づ
え
、

義
歯
な
ど
の
購
入
の
費
用

③
六
か
月
以
上
寝
た
き
り
状
態

で
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で

あ
る
と
医
師
が
認
め
た
人
の

お
む
つ
代
(
医
師
が
発
行
し
た

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
と
、

そ
の
証
明
書
を
も
ら
っ
た
日

以
後
に
支
出
し
た
お
む
つ
代

の
領
収
書
が
必
要
で
す
。
)

o
次
の
よ
う
な
費
用
は
医
療
費
に

な
り
ま
せ
ん
。

①
医
師
等
に
対
す
る
謝
礼

②
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の
費

用
③
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど

の
た
め
の
医
薬
品
や
健
康
食

品
の
購
入
費

④
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世

話
の
費
用

⑤
治
療
を
受
け
る
た
め
に
直
接

必
要
と
し
な
い
近
視
、
遠
視

の
た
め
の
メ
ガ
ネ
や
補
聴
器

等
の
購
入
費

⑥
通
院
の
た
め
の
自
家
用
車
の

ガ
ソ
リ
ン
代
、
分
ぺ
ん
の
た
め

実
家
へ
帰
る
た
め
の
交
通
費

保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
る
金
額

医
療
費
控
除
の
計
算
上
、
支
払

っ
た
医
療
費
か
ら
差
し
引
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
「
保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
る
金
額
」
と
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
社
会
保
険
な
ど
か
ら
支
給
を
受

け
る
療
養
費
、
移
送
費
、
出
産

育
児
金
、
家
族
療
養
費
、
家
族

移
送
費
、
高
額
療
養
費
な
ど
医

療
費
の
支
出
の
事
由
を
給
付
原

因
と
し
て
支
給
を
受
け
る
も
の

②
損
害
保
険
契
約
ま
た
は
生
命
保

険
契
約
な
ど
に
基
づ
い
て
医
療

費
の
補
て
ん
を
目
的
と
し
て
支

払
を
受
け
る
傷
害
費
用
保
険
金
、

医
療
保
険
金
ま
た
は
入
院
費
給

付
金
な
ど
(
こ
れ
ら
に
類
す
る

共
済
金
を
含
み
ま
す
。
)

③
医
療
費
の
補
て
ん
を
目
的
と
し

て
支
払
を
受
け
る
損
害
賠
償
金

④
任
意
の
互
助
組
織
か
ら
医
療
費

の
補
て
ん
を
目
的
と
し
て
支
払

を
受
け
る
給
付
金

※
ご
注
意
と
お
願
い

川
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
医
師
、
な
ど
の
領
収
書
等
を

経
定
申
告
書
ま
た
は
町
県
民
税

申
告
書
に
添
付
す
る
か
若
し
く

は
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ω医
療
費
は
、
実
際
に
支
払
っ
た

も
の
に
限
っ
て
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
未
払
と
な
っ
て
い

る
医
療
費
は
、
実
際
に
支
払
っ

た
年
の
医
療
費
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

ω申
告
期
間
中
の
納
税
相
談
で
医

療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、

予
め
領
収
書
等
を
整
理
し
、
支

払
っ
た
医
療
費
の
合
計
額
を
計

算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
金
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
る
金
額
が
あ

っ
た
場
合

は
、
支
払
決
定
通
知
書
や
振
込

予
金
通
帳
な
ど
確
認
し
て
お
い

て
下
さ
い
。

ω医
療
費
控
除
は
、
支
払
っ
た
医
療

費
の
一
部
が
還
付
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
所

得
か
ら
一
定
額
を
控
除
し
税
負

担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

所
得
が
な
い
人
や
納
付
税
額
が

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
控

除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
住
民
税
均
等
割
は
、

医
療
費
控
除
と
は
無
関
係
に
所

得
が
二
疋
額
以
上
で
あ
れ
ば
課

税
さ
れ
ま
す
。

「明日のあなたを考えて年金はあなたが主人公ですjー......争+・
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
婦
直
通
電
話

富
九
六
四
l
四

一
七
O

ま
た
は

富
九
六
四
l
二
O
O
一
間

内
線
三

一

・
二
一

一
一

内
容
家
に
あ
る
物
を
上
手
く
使

っ
て
安
心
・
楽
ち
ん
介
護
の
方

法
日
時

十
二
月
十
日
制

午
後

一
時
三
十
分
土
二
時

愛
大
医
学
部
看
護
学
科

地
域
看
護
実
習
室

講
師
側
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
l
シ
ヨ

ン
サ
ー
ビ
ス

理
学
療
法
士

場
所

高
橋

j成

医
食
同
源
と
言
わ
れ
る
通
り
、

何
を
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
く
ら
い

食
べ
る
か
に
よ
っ
て
健
康
に
な
っ
た

り
、
病
気
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

自
分
で
選
ん
で
、
か
し
こ
く
お

い
し
く
健
康
的
に
食
べ
る
コ
ツ
と

ポ
イ
ン
ト
を

一
緒
に
楽
し
く
学
び

ま
せ
ん
か
?

今
年
度
最
後
の
講
習
会
で
す
。

町
内
の
方
な
ら
男
女
問
わ
ず
誰
で

も
参
/
加
で
き
ま
す
。

日

時

十

一
月
十
六
日
叩

午
前
十
時
1
十
二
時
三
一十
分

※
日
程
が
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
と

違
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
下

さ
い
。

場
所
北
野
田
公
民
館

内
容
①
薩
康
生
活
の
た
め
の
心
得

②
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
っ
て

な
あ
に
?
(
調
理
実
習
)

③
血
圧

・
体
内
脂
肪
測
定

講
師
重
信
町
福
祉
課

管
理
栄
養
士

・
保
健
婦

準
備
物
エ
プ
ロ
ン
・
タ
ッ
パ
l

タ
オ
ル

・
筆
記
用
具

申
し
込
み
方
法

十

一
月
十
日
例
ま
で
に
北
野
田

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は
、
福
祉
課
栄

養
士
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
血
行
が
よ
く
な
り
、
手
足
が
冷

え
な
く
な
る
。

た
ば
こ
は
、
喫
煙
者
本
人
だ
け

で
な
く
、
周
囲
の
人
の
健
康
へ
も

影
響
し
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
う
時

は
マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
た
ば
こ
を
や
め
ょ
う
か
。
」
と
思

っ
て
い
る
人
は
、
さ
っ
そ
く
実
行

し
土
品
、
し
ょ
、
っ
。

一
、
ま
ず
節
煙
を
l

一
日
に
吸
う
本
数
を
減
ら
し
、

吸
い
が
ら
を
長
く
残
す
。

二
、
部
分
禁
煙
を
!

午
前
中
だ
け
、
ま
た
今
日
だ
け

と
い
う
禁
煙
を
や
っ
て
み
る
。

吸
い
た
く
な
っ
た
ら
禁
煙
の
理

由
を
確
認
(
つ
ぶ
や
く
)
す
る
。

三
、
い
よ
い
よ
禁
煙
!

吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、
深
呼
吸

し
た
り
、
お
茶
や
水
を
飲
む
。

気
分
転
換
に
散
歩
な
ど
も
効
果

的。

f糖尿病j
あなたは大文夫?

11 月 9 日 ~ 1 5 日は、全国

糖尿病週間です。今一度、

糖尿病を見直してみまし

ょう O 是非、住民の皆さ

んもご参加下さ しミ。

日時 11月11日ω
13時30分~15時

愛媛大学医学部

附属病院

3階栄養指導室

内容

・糖尿病について

(医師・栄養士の話)

・展示コーナー

(1200キロカロリーの

食事)

・糖尿病相談コーナー

場所

広報しげのぶ

十
月
五
日
開
・十
六
日
幽
に
実
施

し
た
「前
立
腺
が
ん
検
診
」
の
結
果

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
診
さ

れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
「前
立
腺
」
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時

第町午十
一民後ー
ム 会一月

玩館~+
堅二干日
正階分件。

時

場
所

内
容・

前
立
腺
が
ん
検
診
結
果
報
告

(
平
成
七
年
度
か
ら
の
報
告
も

含
む
)

-
前
立
腺
肥
大
症
に
つ
い
て

-
年
齢
別
前
立
腺
の
変
化
及
び

排
尿
の
変
化

-
質
疑
応
答

申
し
込
み
締
め
切
り

十
二
月
四
日
倒

(事
前
に
申
し
込
ま
れ
た
方
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。)

※
場
所
に
つ
い
て
の
詳
し
い
お
問

い
合
わ
せ
は
、
役
場
保
健
婦
室

ま
で
。

食
事
・運
動
・休
養
・
喫
煙
・飲
酒

と
い
っ
た
生
活
習
慣
と
健
康
は
深

い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
な
か
で
「
喫
煙
」

に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

た
ば
こ
は
健
康
に
い
ろ
い
ろ
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、
た
ば
こ

を
や
め
る
と
次
の
よ
う
な
効
果
が

み
ら
れ
ま
す
。

①
が
ん
等
の
生
活
習
慣
病
予
防
に

な
る
。

②
歯
が
き
れ
い
に
な
り
、
息
や
体

の
い
や
な
臭
い
が
消
え
る
。

③
食
事
が
お
い
し
く
な
り
、
ま
た
、

胃
の
不
快
感
が
な
く
な
る
。

④
た
ん
や
咳
が
少
な
く
な
り
、
匂

い
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。

⑤
脈
が
早
く
な
っ
た
り
、
胸
苦
し

き
を
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

⑥
血
圧
が
下
が
る
。

⑦
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
り
に
く
く
な
る
。



女

性

大
好
評

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

九
月
二
十
日
、
心
配
し
た
雨
も

上
が
り
、
町
民
会
館
駐
車
場
内
西

側
車
庫
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
に

お
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

・
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

重
信
町
女
性
会
議

・
・
F
山
〆

と
し
て
、
初
め
て
の
取

v
l引
!
匝

り
組
み
で
す
の
で
、
家

薗
哩
曹
剛
匠

庭
の
余
剰
品
を
ど
の

軍
将
よ
蜘
恥

く
ら
い
提
供
し
て
い
た

一
一

一

顧

だ
け
る
の
か
、
不
安
も

『
一
で

F
恥

あ
り
ま
し
た
が
、
前

一

二

b
B

日
の
準
備
に
は
、
嬉

E
I
l
¥
艦

し
い
悲
鳴
を
上
げ
る

司
時
J
W
魁

程
、
沢
山
の
品
物
が

一
ヤ

画

集
ま
り
ま
し
た
。

t
F
l
¥
劃
脳

二
十
日
当
日
は
、
販
売
開
始
前

か
ら
、
品
物
の
そ
ば
で
じ
っ
と
動

か
ず
待
つ
人
、
品
物
の
上
に
お
金

を
置
い
て
予
防
線
を
張
る
人
、

早

広報しけ、のぶ9 

.0. 
Z弐

議

方二関所協 をも心感 臨~C函重重量E-71R1dhF i しさ ど品九にく
た日係等力最目ス身 ç ~~t_量圃1" ¥:' • i，If .なつ残売物時ぎも
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と〉 たにた場三 活ぎて実ル終 存 て 動 性 す の て い に 下 ん、

申
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
健
康
体
操

暑
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、

朝
夕
し
の
ぎ
や
す
く
な
っ
た
九
月

四
日
、
今
年
も
稲
月
美
知
子
先
生

に
お
願
い
し
て
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

の
学
習
を
し
ま
し
た
。
簡
単
に
出

来
る
巾
着
袋
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

リ
ー
ス
の
三
点
を
教
え
て
い
た
だ

き
C
宇
ナ
し
れ
~
。

今
回
は
時
間
が
少
な
い
の
で
、

委
員
が
先
に
習
っ
て
、
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。
前
回
習
っ
た
方
が

多
く
い
て
、
説
明
を
聞
く
と
次
々

と
布
を
縫
い
合
わ
せ
て
行
き
、
慣

れ
た
手
付
き
で
、
楽
し
く
作
品
作

り
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
続
け
て

習
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
色
々
と
応
用
し
て
、

楽
し
め
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し

た。
続
い
て
九
月
十
六
日
に
、
理
学

療
法
土
の
高
橋
誠
先
生
に
、
場
所

を
取
ら
ず
ど
こ
で
で
も
出
来
る
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
を
、
御
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

若
い
時
に
は
脳
神
経
が
無
意
識

に
動
い
て
く
れ
る
が
、
年
と
と
も

に
神
経
は
次
第
に
死
滅
し
て
行
き
、

動
作
も
鈍
く
な
り
、
つ
ま
ず
い
た

り
、
転
ん
だ
り
す
る
そ
う
で
す
。

首
か
ら
手
、
是
ま
で
の
筋
肉
を
、

三
段
階
に
分
け
て
、
十
秒
間
ず
つ

伸
ば
す
動
作
を
、
楽
し
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
わ
ず
痛
い

と
声
が
出
た
り
し
ま
し
た
が
、
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、
筋
肉
も

伸
び
血
行
も
良
く
な
っ
て
、
き
わ

や
か
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
椅

子
に
座
っ
て
出
来
る
運
動
だ
け
で

も
続
け
、
健
康
で
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。(

学
級
長

山
崎
満
智
子
)

婦

長人
支~
き2

思わず声がでたストレッチ体操

地
球
に
や
さ
し
い

環
境
づ
く
り

上
村
婦
人
会
で
は
、
今
年
度
会

員
が
増
え
(
特
に
若
い
方
)
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
て
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
既
に
、
ホ
ウ
サ
ン

団
子
作
り
、
廃
油
石
け
ん
作
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
独
居
老
人
の

方
に
も
お
配
り
し
ま
し
た
。
会
員

以
外
の
方
に
は
、
材
料
費
で
お
分

け
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
市

販
よ
り
割
安
で
あ
り
、
廃
油
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご

み
の
減
量
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
地

球
に
や
さ
し
い
環
境
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
、

無
理
せ
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
、

日
々
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

(
上
村
支
部
高
市

緑



.申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

冨
九
六
四
l

一
五
0
0
間

⑤
九
六
四
|
五
O
二
五

十
一
月
二
十
九
日
制

午
前
九
時
三
十
分
1
十
二
時

場
所
町
民
会
館
一
階
調
理
室

献
立
内
容

①
備
の
ム
ニ
エ
ル
ブ
ド
ウ
ソ
I
ス

②
ウ
ニ
と
豆
腐
白
玉
の
グ
ラ
タ
ン

③
豚
と
ポ
パ
イ
の
ホ
ッ
ト
サ
ラ
ダ

講
師
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
シ

エ
フ
ル

l
ル
高
橋
博
子
先
生

受
講
料
無
料
(
但
し
、
材
料
費
千

円
程
度
は
個
人
負
担
)

募
集
人
数
二
十
人

申
し
込
み
締
め
切
り

十
一
月
二
十
四
日
的

日
時

文
章
表
現
力
は
、
上
手
・
下
手
の

ば
ら
つ
き
の
多
い
領
域
で
す
。
そ

れ
は
、
多
分
に
学
習
の
要
素
が
影

響
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
学
習
を

積
め
ば
い
い
文
章
が
書
け
る
の
で

す
。
お
気
軽
に
御
参
加
下
さ
い
。

り
文
は
人
な
り
H

H

人
は
丈
な
り
H

開
催
日
第
二
・
第
四
木
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
l

場
所
町
民
会
館

講
師
和
田
重
作
先
生

受
講
料
一
月
千
円
程
度

連
絡
先
富
九
六
回
|
八
六
七
二

高
橋
久
枝

二
百
ミ
リ
天
体
望
遠
鏡
で
星
の

観
測
を
し
ま
す
。
天
気
が
悪
い
場

合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
そ
の

日
の
星
空
な
ど
を
投
影
し
、
解
説

し
ま
す
。

テ
i
マ
し
し
座
流
星
群

日
時
十
一
月
十
六
日
開

午
後
七
時
三
十
分
1

場
所
図
書
館
四
階
天
体
観
測
室

講
師
四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

受
講
料
蕪
料

※
今
年
度
初
め
て
参
加
す
る
方
は

事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

演
題「

人
は
人
に
よ
り
て
人
と
な
る
」

講
師
県
生
漉
学
習
推
進
講
師

井
上
昌
俊
先
生

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
」
と
し
て
全
国
で
活
躍
。
南
海
放

送
ラ
ジ
オ
に
お
い
玄
木
に
な
る
話
」

レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
中
。

日
時
十
二
月
十
日
制

午
稜
七
時
三
十
分
1
九
時

町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

側
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団

場
所

主
催

親
子
お
話
会

図
書
館
二
階
の
お
話
コ
ー
ナ
ー

室
を
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
々
に

一
般
開
放
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
室
で
、
第
二
・

第
四
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら
三
時

ま
で
、
幼
児
を
対
象
に
絵
本
や
紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
お
話
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー

募
集
。
富
九
六
回
|
一
二
四
一
四

10 広報しげのぶ

内
容
親
子
で
紙
飛
行
機
を
作
つ

て
み
ま
せ
ん
か
!
紙
飛
行
機

五
種
類
を
製
作
後
、
飛
行
距
離

を
競
い
ま
す
。

日
時
十
一
月
十
八
日
倒

午
俵
七
時
三
十
分
1

場
所
町
民
会
館
大
ホ
1
ル

参
加
資
格
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
の
親
子
(
小
学
生
は
一
一
一
年

生
以
上
)

募
集
人
数
十
家
族

講
師
県
生
涯
学
習
推
進
講
師

山
木
栄
典
先
生

受
講
料
無
料

持
参
品
ハ
サ
ミ

申
し
込
み
締
め
切
り

十
一
月
十
六
日
間

平
成
十
年
度
県
民
総
合
文
化
祭

「
民
謡
民
舞
公
演
」
が
十
一
月
二
十

八
日
出
午
後
一
時
か
ら
、
町
民
会

館
で
催
さ
れ
ま
す
。

第
一
部
は
四
国
の
海
・
山
里
の

唄
と
題
し
て
、
四
国
各
地
の
唄
と

踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
第
二
部
は

三
味
線
や
尺
八
、
和
太
鼓
な
ど
古

く
か
ら
伝
わ
る
和
楽
器
の
合
奏
な

ど
を
、
第
三
部
は
全
国
各
地
の
主

な
祝
い
唄
と
踊
り
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
町
内
の
女
性
団
体
に
よ

る
重
信
音
頭
も
披
露
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
十
一
月
二
十
八
日
出

午
後
一
時
1

場
所
町
民
会
館
大
ホ
l
ル

出
演
団
体
愛
媛
民
謡
民
舞
協
会

十
一
ニ
団
体
、
重
信
町
女
性
会
議

入
場
料
無
料
(
た
だ
し
入
場
整

理
券
が
必
要
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
生
活
文
化
部
文
化
振
興

岡
木

置
九
四
五

l
二
八
五
O

愛
媛
県
文
化
協
会

富
九
三
二
l
l
ろ
三
O

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

富
九
六
四
|
一
五
O
O
附
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れきみん第12回ロビー展

久しぶりの野田天事:
上村天神'松山天神ー三次天神t

とき 平成9年5s-9年同ま
ところ重信町立歴史民俗資料館

図書館3穆 鰍鎗待問午前9時~午後5時30分
休館目 見穫第1.3闘曙 祝日 鍾告書休日笹家

ft.FAX 964-0101 

の
自
穴

め
道

示
た
の

慢
の
し

d

生
ら

い
W

伊
T

J

、

き

q
u
p
h

れ
棋
依
且
自

学
し

小
少

とき平成9年12，EJ-IO年2月末

ところ 町立歴史民俗資料館
図書鑓3削岩 糊館湾問 午前9時~午後S.!d分

休館富 男峰、第1・38・.観毘と録音，ι年紫年鎗

2tF叢 964.0701 

図書館3階の

れきみんは
こんな展示を
してきました。
各展示室、それぞれ異なっ

たテーマで、期日を変えて展

示をしています。

11月.12月のメインは、
「重信の民間信仰/祈リ展J
ちょっとお寄りになられませ

んか。心のふるさとに会える

かも …。

町立歴史民俗資料館

;
|
(
 

必院修:I;t"li1殺 の'JIl.:t:n憎ん万
世界柑又ァItil.

話誌足去さ宮のd盆忌予の 司t./.::di5 ::>足E
.，話再Qj/Ui:/Aげでみf!/:f.，/i.告。

とき械8年iOfil醐~伴10.ij.30側
ととろ量償町立援史民俗資料館

問・11'311 爾舗局側午前g碍~得後51.， S分
~IJ. 阜園陸第aa鳴を処罰 1M)匙B

ft-OSS-9S4・lSM(ftl

盛重
ftt伊
1t. -でっ
ち浄

Biz 
が

r々fsザ♂ ， 必ずt~事参政tÞ:iliiM
.s.f"iif4.'ァ -1、の場

重倉のミコーグアムj
i*1J華吉絞;l;:JEU 7'ン'n ' *lJ!ð~.:z ーグアム
ギャラグイ井 Lノン;.:.旦rJZf!fJ!!iëfl与~'If$ln

k き 平底8年3s1B制-8年5
kころ 重信町立歴史民俗

図書..階開館時閣 午前@昨苛

像11. 月曜第38"貌.，.，..拘
ft 64-1500{開

と ぎ刷、平成8年IIJl18(tH98(:t)
ところ 重信町立歴史民俗資料館
E・館S情 開館嶋問午前9 ・~-午後 ''''3 。
休 館 目 凋峨1<3.曜 貌図 鑑穆体留.n，n 
B 964' 1500(-代}

れきみんロビー農

明治の乙女の撃飾り農
まだあげ初めし前髪の…

とき 鴨川岩手3月88-5月10日
ところ 賃借町立麗史民俗資料館

電信殉際観 ・且様良駅1'1・・後省.，分泌・a・8織
鱒鑓'"関 与前@樽同年畿5穂"分

休・・anl・-第3a..鶴自と11・an"，a
1'1 F嫌 9 6 ・~ . 0701 
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y人百

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
「
枯
葉
作
戦
」
と
し
て
枯
葉

剤
に
使
い
、
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人

ば
か
り
で
な
く
、
戦
場
か
ら
帰
っ

た
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
た
ち
の
子
ど

も
が
障
害
を
負
っ
て
生
ま
れ
て
い

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
毒
性
の
強
い
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
発
生
し
て
私
た
ち
の
生
活
を

お
び
や
か
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ご
み

焼
却
場
に
お
け
る
排
ガ
ス
の
発
生

が
そ
の
一
つ
で
す
。

よ
く
考
え
て
み
ま
す
と
、
燃
や

さ
れ
て
い
る
ご
み
の
大
部
分
は
、

私
た
ち
自
身
が
出
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
第
一
責
任
は
私
た

ち
自
身
に
あ
る
は
ず
で
す
。

私
た
ち
が
ご
み
を
減
ら
し
た
ら
、

あ
る
い
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
発

生
す
る
疑
い
の
あ
る
製
品
の
使
用

を
減
ら
し
た
ら
、
燃
や
す
量
が
減

り
、
当
然
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
量
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
た
ず
ら
に
行
政
に
そ
の
責
任

を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

自
身
に
も
「
排
出
者
責
任
」
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
私
た
ち
が
出
す
ご
み
類

の
後
始
末
を
だ
れ
が
し
て
い
る
か

も
、
心
に
と
め
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。
指
定
日
以
外
に
ご
み
を
出

し
た
り
、
指
定
以
外
の
袋
を
使
用

し
た
り
、
危
険
な
も
の
、
使
え
る

も
の
を
出
し
た
り
し
て
は
い
な
い

で
し
ょ
、
っ
か
。

な
お
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
報

道
さ
れ
る
よ
う
に
、
ご
み
収
集
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
人
や
ご
み
焼

却
場
で
働
い
て
い
る
人
が
、
爆
発

事
故
な
ど
で
死
傷
し
た
り
す
る
例

が
あ
り
ま
す
。

小
型
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
が
特
に
問
題
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
こ
う
な
る
と
も

は
や
マ
ナ

l
の
問
題
で
は
な
く
、

命
に
か
か
わ
る
人
権
問
題
に
な
り

ま
す
。
自
分
が
出
し
た
ご
み
を
、

人
が
処
理
し
て
い
る
と
い
う
当
然

の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
と
ご

み
問
題
は
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
ご
み
は
私
た
ち
の
生

活
の
中
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
、

私
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の
を
映
す

も
の
だ
と
も
い
え
そ
う
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
し
そ
う

な
も
の
を
減
ら
す
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
生
活
に
か
か
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
大
切
な
こ
と
、
人
権

問
題
な
ど
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。

重
信
町
中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

講
座
で
も
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

閉
講
式
(
十
二
月
七
日
)
に
学
習
会

を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
方
も
、
も
っ
と

も
っ
と
ご
み
問
題
に
関
心
を
持
ち

士
ナ
し
ょ
、
っ
。

も
っ
と
も
っ
と
否
供
を
知
ろ
う

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

学
校
(
園
)
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
:
・
提
言
3

今
回
は
、
重
信
町
い
じ
め

・
登

四

民

生

児

童

委

員

、

保

護

校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議
の
提
司
、
補
導
委
員
等
に
、
子

言
の
最
後
と
し
て
、
学
校
(
園
)
供
た
ち
個
々
の
具
体
的
な

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
内
容
を
ご
問
題
に
つ
い
て
も
相
談
を

紹
介
し
ま
す
。
家
庭

・
地

域

・

学

も

ち

か

け

、

協

力

を

得

ま

校
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
し
よ
う
。

の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
五
学
校
(
閤
)
及
び

P
T

A

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

名

で

、

健

全

育

成

に

関

す

る
適
切
な
啓
発
資
料
を
出

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ

の
場
合
、
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
校
区
の
主
だ
っ
た

方
々
の
手
元
に
も
届
く
よ

う
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

『
声
か
け
運
動
』
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

一
学
校
(
園
)
生
活
の
中
で
、

子
供
と
遊
ぶ
こ
と
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
、
先
生
に
ゆ
と
り
を
持

た
せ
る
よ
う
教
育
計
画
を

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

二
子
供
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

活
動
を
大
切
に
す
る
た
め

学
校
(
圏
)
全
体
に
、
そ
の

雰
囲
気
を
つ
く
り
出
し
ま

『
レ
ょ
・
っ
。

三
幼
児
・
児
童
・
生
徒
が

本
音
や
真
の
姿
を
表
現
す

る
こ
と
の
で
き
る
授
業
や

学
校
行
事
の
在
り
方
を
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

先
般
の
中
教
審
の
答
申
で
、
学

校
の
裁
量
権
の
拡
大
と
い
う
こ
と

が
大
き
く
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
決
し
て
学
校
長
や
教
職

員
の
み
に
学
校
運
営
を
委
ね
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
実
情

に
根
ざ
し
た
学
校
運
営
を
目
指
す

た
め
の
も
の
な
の
で
す
。

学
校
に
対
し
て
、
温
か
く
、
建

設
的
な
意
見
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

広報しげのぶ

知
っ
て
い
ま
す
か
?

コ
』
み
問
題
」
と

「
人
権
問
題
」

最
近
、
ご
み
焼
却
場
に
お
け
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
が
、
マ
ス
コ

ミ
な
ど
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
自
然
界
に

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
猛
毒
で
、

「
人
類
が
作
っ
た
最
強
、
最
悪
の

毒
物
」
と
す
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
構
造
に
よ
り
約
二

0
0
種

類
以
上
あ
り
、
そ
れ
を
総
称
し
て

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
強
い
発
癌
性
や
催
奇
性
(
奇
形

児
が
生
ま
れ
る
可
能
性
)
な
ど
の
性

質
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
大
き
な

問
題
は
、
非
常
に
分
解
し
に
く
く
、

自
然
界
の
中
で
減
っ
て
い
き
に

く
い
予
」
と
で
す
。

い
っ
た
ん
人
間
の
体
の
中
に
入

る
と
、
体
内
に
蓄
積
さ
れ
、
そ
の

被
害
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
次
の

世
代
に
現
れ
る
怖
さ
が
心
配
さ
れ

て
い
る
化
学
物
質
で
す
。
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平
成
四
年
度
よ
り
着
工
し
て
い

る
重
信
町
総
合
公
園
の
整
備
も

着
々
と
進
み
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設

が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
「
水
辺
の
広
場
」
(
地

図
参
照
)
の
整
備
が
終
了
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
開
放
す
る
こ
と
に
な

り
，
中
小

fuhι

。

平
成
九
年
五
月
に
開
園
し
た
、

幼
児
広
場
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と

あ
わ
せ
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い
。「

水
辺
の
広
場
」
に
は
、
休
養
施

設
が
あ
り
、
池
を
見
渡
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

池
に
は
噴
水
が
設
置
し
て
あ
り
、

十
分
お
き
に
作
動
し
、
水
の
高
さ

が
十

m
程
度
ま
で
上
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
見
に
来
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
都
市
整
備
課

冨
九
六
四
!
こ

0
0
一
間

公
園
管
理
事
務
所

冨
九
六
四
l

四
四
四

O

管
理
作
業
の
た
め
、
管
理

者
が
事
務
所
を
不
在
に

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

すべての自動車(バイク、原付
おう〉ヲ (3) 犬屋号2) 根1)心他し ま 犬 「

自転車を含む)には、自賠責保 さ 公 汚 い い 人適犬のを
与野犬願い 美作な園物 Z し気配レこ正のこ飼 飼大犬証

険(共済)の加入が義務づけら 「 l」いな っと迷な習とつ 変
れています。特に車検制度の え」 暫よどブl 漬潔O けを費情を L或を飼性をて う 銅A F 

ないバイク、原付自転車は保 な め う 公 ン ま育な守い のな

険の期限切れ、かけ忘れに注
いえ ま に 共 」 そし しか管どつる な'

さ ししの等しのまもさけ をて方 』の

山 a 宅を fつ 、場で t層作ー包つ九な P」よ下は ら主は
さ 護所道よは、てい努くさ

αc を路、 ても、 よめ理い
... 同・ h

い の汚、えよう、解



Information 

重信町消防団では、消火器の新規

購入及び詰替の斡旋を行います。

近年、出火原因として目立ってい

る天ぷら油による火災の消火に有効

な消火器を家庭に最低I本は備えて

おきましょう O

消火器のことについては、お近く

の消防団員または、役場総務課(富

964-2001附)へお問い合わせ下さい。

消火器斡旋価格表

区 型 斡旋価格 E 型 斡旋価格
分 式 分 式

4 3，500円 3 1，900円

幸庁 6 4，100円
告ロ士ロ 4 2，300円

規
購

10 4，500円 替 6 2，400円入

20 8，300円 え 10 2，800円

20 5，300円

工業統計調査及び石油等消費構造

調査が、本年も 12月31日現在で実施

されることになりました。今回の調

査では、 工業統計調査は製造業の事

業所全てを対象に、石油等消費構造

統計調査は例年同様、従業者が30人

以上の事業所を対象に行われます。

調査結果は、国や地方公共団体に

よる各種行政施策立案の基礎デー

夕、企業や大学の研究資料、学校の

教材等に広く利用されます。

調査の対象となる事業所には、調

査員がお伺いしますのでご協力をお

願いします。

調査票の内容は、統計を作成する

目的以外に使用することはありませ

ん。また、統計関係者が秘密を漏ら

すことは法律で固く禁じられていま

すので、ありのままをご記入くださ

いますようお願いします。

調査についてご不審の点がござい

10月にお願いした 「法人土地基本

調査及び法人建物調査」の調査票の

ご記入はもうお済みですか。 11月30

日が提出の期限となっています。

ご協力をお願いします。

全国の刑務所では、社会復帰を目

.指して各種の作業に励んで、いる数多

くの人々がいます。

• • • 

• 

その作業の成果である刑務作業製

品を全国の各施設から集め、一般社

会の方に広く紹介し、矯正行政に対

する御理解を得るため、下記のとお

り刑務作業製品展示即売会を開催い

たします。

記

日時 12月6日(日)

午前9時~午後3時

場所松山刑務所

(重信町大字見奈良1243-2)

富964-3355

即売品 各種タンス ・食器戸棚等木

工家具類、紳士靴・ベルト 等の草

製品、漆器類、石けん、みそ ・し

よう油等の食品、各地の民芸小物

その他。

※バザー開催

駐車場完備 (350台駐車可能)

受付期間平成10年11月4日~

平成11年1月4日

応募資格 中学校卒業者(見込)

17歳未満の男子

1次試験 11年1月5日附筆記試験

待遇等

・修学年限4年…卒業時3等陸・

海 ・空曹に昇任

(高等学校卒業資格を取得)

・給料初任給 154，500円

ましたら、お気軽にお問い合わせく ・ 教育終了時 192，400円• ださい0 ・ ・衣 ・食 ・住全て無料

役場企画財政課企画調整係 :詳しくは

富964・2001(-代) 内線572 ・自衛隊松山募集案内所 冨947-3040• 

• 
日 時 12月10日同

午前9時~午後9時

相談内容 差別問題、児童生徒の

「いじめ」・体罰問題、家庭問題、

近隣関係等人権問題に関するあら

ゆる相談

(無料・秘密厳守)

函 0120-025-550
相談担当者 人権擁護委員、弁護士

法務局職員

主催松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

四国郵政局では、正岡子規のふる

さと 「文学のまち松山市jと共催で短

詩型文学の振興と手紙文化の普及を

・ 目的として「全国はがき歌コンテス

ト」を実施しています。

• 

応募資格 どなたでも応募できます

形式 「短歌(五七五七七)J形式の

便り

内 容だれかに想いを伝えるもの

応募方法重信郵便局または

重信町役場へ提出

募集締め切り 11月30日(月)

主 催松山市、松山市教育委員会、

四国郵政局

11月の納税

国民健康保険税第5期

納税期限11月30日(月)



之んな之~O あんな之主~CCl • 

日

U 

9 九
月
に
行
わ
れ
た
第
五
十
三
回
国

E
F
民
体
育
大
会
「
か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体
」

闘
眠

夏
季
大
会
で
、
南
野
田
の
和
田
幸
正

医師喝

さ
ん
が
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
成
年
男
子
年

吋!日

齢
別
個
人
却
歳
代
で
、
優
勝
に
輝
き

w、
ま
し
た
。

益
予

予
選
か
ら
好
調
で
、
圧
倒
的
な
強

制
H
さ
で
後
続
に
大
差
を
つ
け
、
国
体
で

H
但

は
、
初
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
日
本
代
表
と
し
て
出
場

ゲ
/
す
る
十
二
月
の
ア
ジ
ア
大
会
に
向
け

νて
、
猛
練
習
の
毎
H
O

B
-
F
「
ま
ず
、
自
分
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
い
う

&
川

も
の
を
削
%
出
し
、
納
得
の
い
く
競

V
J
技
を
し
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
成
績
は

ボ

つ
い
て
く
る
。
」

と
熱
く
意
気
込
み
を
語
っ
て
下
さ
い

ま
し
た
。

十
月
九
日
、
上
林
小
学
校
の
さ

さ
ゆ
り
緑
の
少
年
隊
が
、
地
元
皿

ケ
嶺
風
穴
周
辺
に
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、

田
町

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
首
木
を
植
え
ま

・
4

し
た
。

E
l

植
樹
を
通
し
て
、
自
然
に
親
し

2
F

み
、
緑
を
育
て
、
環
境
を
守
る
心

惨

を
育
て
よ
う
と
、
毎
年
行
っ
て
い

〈

ま
す
。

.

参
加
し
た
生
徒
は
、
「
大
き
く
育

さ

っ
て
ほ
し
い
。
」
と
願
い
を
込
め
て
、

E
'

苗
木
に
土
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

4
J

ヨ
同

A

C

オ

正

当

牙

本

山

川

十
b
f
d

」

ー

ノ

学

在

重

厚

十
月
十
一
日
、
町
内
各

地
区
で
秋
祭
り
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
吉
井
地
区
で
は
、
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
神
輿

が
集
ま
り
、
か
き
比
べ
が

ー

あ
り
ま
し
た
。

山
V
‘

今
年
は
、
山
之
内
か
ら

g詞
二
十
数
年
ぶ
り
に
神
輿

械

が
出
て
、
北
吉
井
全
地
区

に

の
神
輿
が
そ
ろ
い
、
ま
た

降
、

樋
口
で
は
、
十
年
以
上
も

ι副
使
わ
な
く
な
っ
た
神
輿
を

E
地
元
の
有
志
が
修
復
し
、

こ
の
日
の
か
き
比
べ
大
会

で
披
露
し
ま
し
た
。

五
体
の
神
輿
が
横
並

び
に
な
っ
て
の
差
し

rげ

は
、
迫
力
が
あ
り
、
一
段

と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

春
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
十
月

下
旬
、
陽
気
に
誘
わ
れ
て
か
、
柳

木
原
公
園
(
見
奈
良
)
に
あ
る
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
は
じ
め
て
い
る

の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

葉
が
す
っ
か
り
落
ち
た
枝
に

ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
薄
ピ
ン
ク
の
桜

の+化。こ
れ
も
異
常
気
象
の
影
響
な

の
か
、
季
節
は
ず
れ
の
桜
の
花
が

少
し
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。

τトレ

F
F

」

9
」

7

U

4
d
ヂ
h

Q

旬

戊
ゆ
?
山

μ
U
J
}

il--ucO 。

穴
山
ヘ
行
乙
う

重
信
町
ス
キ
l
愛
好
会
で
は
、
今
年
も

大
山
ス
キ
l
場
へ
の
研
修
ツ
ア
ー
を
行
、
ユ
事

に
な
り
ま
し
た
。
町
内
在
住
、
ま
た
町
内

に
お
勤
め
の
方
々
是
非
こ
の
機
会
に
お
友

達
と
お
誘
い
合
わ
せ
で
ご
参
茄
く
だ
さ
い
。

期
日
一
月
二
十
二
日
幽
午
後
九
時
三
十
分

ー
一
月
二
十
四
日
制
午
後
九
時

場
所
鳥
取
県
大
山
ス
キ
l
場

宿
泊
「
大
山
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
」

(
ゲ
レ
ン
デ
前
…
)

会

費

大

人

二

七

、

0

0

0

円

中
・
高
校
生

二
六
、
五
O
O
円

小
学
生
以
下

二
六
、
0
0
0
円

募
集
人
数
七
十
名

(
二
朝
食

一
夕
食
〈
飲
物
代
別
途
〉
、
保
険
付
)

申
し
込
み
締
め
切
り

平
成
十

一
年
一
月
七
日
同

詳
し
く
は

・
青
井
正
史

佃

真

二

冨
九
六
四
|一一
一
四
一
四

冨
九
六
回

O
六
一
一

(
F
A
X兼
)

暖かい陽気にポツ



存
山
川
町
川
町

U
w
ω
叫

園
児

h同

1
1
3

1

1

戸籍の窓 (10月10日までの届出分)

お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます

かずや はるな

大島和也くん(右) 晴菜ちゃん(左)

「二人と主072苛弓丈将き!
2れtiC.ミモ三二人Tφ邑く蔀れで

元軍(2ヌ1)ヌ今大きくおろうね。J

(父・春樹 母・マス子)

住所 出生児 保護者 生年月日

田窪 古味長生善 繁輿利 9・4

下林 小山車品、 英仁 9・6

野田2丁目 宮脇成矢 昭彦 9・9

田窪 河崎催記 政治 9 . 13 

樋口 堀川支軒 真太郎 9・13

野田1丁目 高橋明穂 真也 9 . 13 

田窪 玉井香議 慎也 9・17

志津川 相原功輝 秀利 9・18

牛測 近藤彰主 直樹 9・22

西岡 川合晃平 i閏 9・24

野田2丁目 長谷川魁斗 ベ盲ミ弘、コ 9・26

横河原 花川鈴 靖 9 . 27 

下林 大森徹平 武彦 9 . 27 

横河原 窪田雄紀 英作 9・27

樋口 森本大講 忠靖 9・28

野田l丁目 瀧本梨舎 泰宏 9・29

住所 氏名 年令 死亡日

牛淵 田村勢津子 53 9 . 11 

下林 植杉美代子 70 9 . 11 

北野田 八塚郁雄 63 9 . 15 

横河原 伊藤哲治 70 9 . 18 

横河原 藤岡正義 89 9 . 19 

見奈良 安平一行 88 9・20

牛 i*U 寺西シゲヨ 84 9・21

志津川 山 内 質 71 9・22

横河原 松末丈夫 64 9・24

志津川 和田善久 76 9 . 26 

西岡 酒井・トメノ 91 9・30

満3歳までのお子様を募集しますI
JヘJ、ノ、ノ¥ノ、J、ノ¥/、JヘJ戸、/、J¥ノ¥/、J¥ノ¥ノ¥/¥ノ¥J

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に
保護者のコメント を添えて役場町民課までお送り下さい。

移動図書館車(山之内・樋口・横河原)

干'ð3~竺一一一一一一一一一一一一一一凶: 00ごーー_J~ _~_:会一塑
移動図書館車(志津川・八反地・西岡・田窪・牛測・自衛隊官舎)

中央料理教室

行男A) il!c三宅T月号~~_____J~そ:??1qPIERj舎-苧
移動図書館車(上樋・播磨台・野田1丁目・新村E北野田・南野田)

移動図書館車(上村・下村・上林)

名 |時間|場所

粗大ごみ(横河原・田窪団地区を除く)

哲学三二二二二[長:泊三二I~~~互量
移動図書館車(志津川・八反地・西岡・田窪・牛浜IJ.自衛隊官舎)

φ~ il!c~'明ð~pfT ーー一一一一一一回:月二~~:_0~1~_~全塑
移動図書館車(上樋・播磨台冒野田1丁目・新村・北野田・南野田)

移動図書館車(上村・下林・上林)

県民文化祭民謡民舞大会 113:00-

男l'I'i;t4J!塑雪一一ーしりk--LRftjE塑
当番医いのうえ小児科重信町北野田 富955-0055

国民健康保検税第5期納期限燃やさないごみ(空き缶・金属類、びん・ガラス類)(町内全地区)

燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)(績河原区)

粗大ごみ(横河原区~
一一一一一一一一一ー寸 |読書会(源氏物語 113:30-15:3川町民会舘婦人室

当番医 国立療養所愛媛病院重信町横河原 宮964-241112附 ト一一一一一一一一一一一卜一一一一一一一一ト一一一
! |手話教室 119:00- 町 民会館図書館 4階 1."，l' -.....-

燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)(横河原区を除く)

粗大ごみ(田窪団地区)

燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)(横河原臣)
6(日)トーー一ー一一一

粗大ごみ(横河車区)

当番医泉内科 川内町南方窟966-2226

8(X) 1移動図書館車(山之内・樋口・横河原)
東温消防署発足20周年記念総合防災訓練

ぎ弱者酎::::::::[支:長長:到垣善恒正
当番医西村内科 重信町志津川窟964-2461

祝日のため、ごみ収集を休みます。

当番医藤石病院 重信町志津川窟964-1234

9附ト子芳竺璽__ _ _ _ _ _ _ __ _ _ _L ~9_:~~三一一一一 l~L~~全堕
移動図書館車(志津川・八反地・西岡岡田窪・牛淵圃自衛隊官舎)

中央料理教室

行政心配ごと相談所

町 民会館

移動図書館東上樋・播磨台・野田1丁目・新村・北野田・南野田)

発行愛媛県温泉郡重信町編集 町民課 ~791 -02児重信町大字志津川972番地雷(089 ) 964却 01(代表)印刷 NTT四国電話相栂




